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平成22年度 東海地区指導者講習会報告書

報告者 (文責):成田義雄

東海地区指導者講習会

:平成22年 5月 8日 (土 )～ 9日 (日 )

: 二重県伊勢市 神宮弓道場
: 東海弓道連盟連合会
: 二重県弓道連盟

:主任講師…範士八段 魚住一郎先生 、講師 範士八段 戸羽久之先生

:30名 (愛知県11名 、静岡県8名 、岐阜県5名 、二重県6名 )

愛知県受講者 :高橋美代子 ・岡本久 ・西久夫 ・星野信子 ・石黒みや子 ・牧野吉伸

高木理 ・藤戸宏親 ・常本昭夫 ・榎戸大介 ・成田義雄

伝 達 事 項

本年度は特に伝達すべき変更事項等はないが「基本に忠実に行うこと」を伝達するよう指導があつた。

1.挨拶 魚住主任講師
・本日の講習会受講によリスポーツ指導員専門学科が免除となる

・今回の受講者は各地連に帰れば指導員としての指導ができる

2.講習会内容および主な指導事項

(1)講習内容

・矢渡しにおける介添指導。

・審査の要領での指導 :一つ的坐射礼、持的坐射礼、一つ的立射礼の指導。

・射技指導 :講師毎での実技指導

(2)主な指導事項

・体配・射技の指導は弓道教本、副読本等に教示されている内容にて。

・体配を基本通りに行うこと。

・射技、特に足踏みが不正確、引き分けに時間が掛かり過ぎで会に余裕が無い。

3.矢渡し時の介添えの講評と指導

(1)介添えは、射手を引き立てること。 又、各所作・問合い等に慣れておくこと。

(2)定めの座での礼の時に手の幅を揃えること。

4.講話

(1)教士の資質について再認識し、教本に照らし合わせて 自らチェックを怠らないこと。

(2)教本の活用、1巻は五段レベルを中心に明記、指導者クラスは二巻から四巻を必ず読み理解すること。

(3)そ の他60分間、魚住主任講師の経験も踏まえ「弓道修錬の在り方」 について、具体的にお話があつた。

5,日 体協公認指導者養成講習会弓道専門科 目の免除対象についての説明

・今回の講習受講者は専門科目40時間が免除となる。

6.今 回の講習会での配布資料

(1)平成22年度東海地区指導者講習会 日程表

(2)受講者名簿

(3)財団法人 日本体育協会公認弓道指導員 専門科目免除対象講習会講義レジユメ (3枚綴り)

(4)専門科目講習会における講習・試験の免除<内規>

7.購入資料

財団法人 日本体育協会公認 指導員養成講習会  (50ページ冊子):1,000円
以上


